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国際日―タリー第2750地区多摩東グルーフ

東京多摩プリーンロータリー・クラブ

Wookty Ropo
― 手を貸そう! そして強く握ろう1

r7-タ グー ・クラノ

35周

(第656回 例会振替)

2004年 6月 20日 隣膳

第一部 13:∞ ～15:lXl

く記念演豪会>     パ ルテノン多摩大ホール

演豪 !  陸上自翻離東部方面音楽隊

(司会) 3等 隆曹 野 口由利枝

第1部  指 揮/ 2等 陸尉 水 木 勝 行

 ヽキ ヤンディー向手曲

2 ミ ュージカル =トースト

3 双 頭の鷺の旗の下に

4  ヴ ァルドレス

5  ト ゥルース

6  ク リフォー ドブラウンの思い出

7 サ ンバ =デ 1アイーダ

第2部  指 揮/ 2等 陸佐 古 荘浩四郎

1  サ モン・ザ =ヒーロー

2  組 由 「出 しmよ り

3 川 の前 ように

4  フ ァイナル フ ァンタジー

5  デ ィズニー ソ ング・ブック
・・'アンコールに応えて0曲 ,,,

第二部 15130～ 16i30

く記念式典>      パ ルテノン多庫小ホール

(総合司会) 幹 事 J壕  知 則
` 騨

格 餞 鮭 会長 志 村 光 明
Ⅲ国敬 ロータリーソング 「奉仕の理想」斉唱

ソングリーダー 関 戸 違 也

ビアノ伴奏  大 熊 妙 子様

=来費紹介
=物故会員に黙補
,歓迎の言葉

祝辞 国 際ロータリー第2750地区力 ナヽー

鈴木 正 三様

迎 報

高橋 晴彦様
=創立35周年紐念事業経過報告と発表

健御  」 週 鞭

① 記念事発経過報告と発表

記念事業実行委員長 岡野 ― 馬

② 東京多藤プロバスクラブ設立趣冒朝朗

鞍立準備委員長 J 西ヽ 弘 純

③ 東京多摩プロパスクラブ

初年度役員理事及び会員紹介

東京多庫プロバスクラブ会長 蓮 池 守 ―

④ ブ ロバス旗及びバッジ贈皇

志村会長よリプロ′畝 クラブ蓮池会長ヘ

・寄付金贈呈

ロータリー財団・米山記念奨学会

明

明

明

光

光

光

甜
諦
甜

長

長

長
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多摩市長

東剰行中RC会 長

東京都多摩市落含]43京 エプラザホテル多摩86]号
TEL 042(372)6463 FAX 042(372)6491

Eいo〕たo印o百r●OC口に。Enコ引o

[例会場]京 =フ ラヴホテルう摩 たまつばき4膳

[例会日〕●毎週7j曜日1230 o月 の最寒例会1930

[会 長 1大 礼説二 [幹  事 ]藤 本吉文

〔クラブ会報姿負長]赤 尾赤薩 [B暖 員長]正 房正孝

[委 員 ]重 藍二部 平覇行霞 佐伯和辰 清川景 高木淳光 由井頃司 ガヽ日本機

再生TlttH



ガバナー 鈴 木 正三榛

ポリオ プ ラス募金

バストガバナー 〕‖尻 政輝榛

(アシスタント)米 山奨学生 沈  傍 卿様
・皆出席者表彰状贈皇    会 長 志村 光 明

白井 重 光会員 35年 、高取  渡 会員 32年

林  彰 ―会員 16年

伊格賞騨
ヽ

啓 拒 営 縦

会長エレクト 井 上 好 弘

会長 志村 光 明

第二部 17:311～ 19:3t

<記 念祝賀会> 京 エプラザホテル多摩 「自風の間」

祝辞     ′ 畝 トガ′サー 秋 山  一 様

衆議院捺員  伊 藤 公介様

乾杯    ガ バナーエレクト 仲 田 順 和様

く祝  宴 >

開宴挨拶      パ スト会長 石 坂 文 夫

呼 にてつないて」

ソングリーター 関 戸 違 也

く開   宴 >

(会報担当 !ロ ナト、赤に 恭摘

【委員会報告】

◎出席報告              出 席委員会

会員総数    42名

出席義務千欺  40名 (出席免除者3名)

Hi席者教    29名

欠席者数    11名 (事前 イヽビ0名)

出席率   72 5%

欠 席 者 :萩生口政由、検tB  昭 、刀嗅  博 、

4坂  一 郎、正房 正 孝、小日 本 機、

高木 淳 光、高|十  弘 、高野 範 城

津守 i蝿 、出井 員 司

補填MUiな し

6/2 最 終訂正出席率 82 9991
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=虎 摩の実てヤこ一

さて、■、(ボール)と ジーンのj【路1,終わりに近づき

ました.今 夜も炉辺にF■つて 2人 でお茶を数んでいま

すi ス コットランドの女性を吃1こ貰うと、",担 ことって

れ本を数むのが習慣になりまi こ れは、一日が終わっ

た後の、楽しいイヽ日の時間でit)し 、お木がおいしく

て、lPの火が千i主く燃えていれば 身 体も休まり 元 気

も出ま■1寝 る前の宗敵なひとときです

家内 (ジーン)の 右手の円Rこは 保 温力六―の料いつ

た示ットがあって、お茶は冷め主せん.お 茶を注ぐ′メま

家内の最大の楽しみで,■ イギリスを1合め諸外国から見

えたお客様に1)、随分お茶を上 十ました.こ の習慣は

社交的で友好を深めるにからt)、良い習慣で'■ 家内が

力を込いてフイゴを動かすと 火 花が煙突からバッと上

がりまll lPに 大を対■たり、所をくべたり、′ヽチ″ヽチ

と心地よく崚炉を突くのt】 家内の仕事で 人 子白皆Ⅲ

ません=
“
カムリー バ ンク

い
の同便の女二、Tr本の女工は家

内のジーンでlf■rH Jなところ|ま 祖 母にも負けないと思

うことがあります flは 本当に■連な男てi私 はイ叩手

も 此 処で こ の時間に、物8↓ こヽ耽るのですtも つと

も ジ ーンに言わせると、rlが物巴↓‖こ耽りだすと、決

まってうたた寝をrl.ぃ、そして、障:く‖こ唇睡状態になる

そうでll

世界の各地から訪ねてくれた 沢 甘」の友進がこの暖炉

を口んで、我々 二人を楽しませてくれましたて 1905

年に私が植えた市木が実を持んだので'1最 初のロータ

リー ク ラブ t古だつたのです!そ の占は今や大木に育

って、その本l‐ま格好の 住 み力Hこなりました.

今晩は自然に 祖 父母や私の少年時代、そして我が谷

間の思い出に耽ってしまいました 山には楽しい音楽が

ありま||“ リズミカルな木こりの合の普き、牧場の■の

鳴き声、納屋で卵を■んでクウクウと知らせている雌烏、
コケヨッヨーと夜明 十を知らせる耶烏 つ ぐみ こ うら

い告、5■鳥 低 弓や み そさざいのコーラス:遠 くの方

では な に破れた悌が ク ククと悲しそうに鳴いていま

iす うつと下の谷間では、野ひばりが澄んだ声を張り

上 十て 彼 女を呼んでいまi線 障防の沼地では 凄 く

大空裟な牛蛙が、恋急〔Hこかかって 腹 を大きく膨らま

せ、本のな歌を歌っていまi"

夏の終わりに、蝉を始め何千というJた ちが一斉に、

ジイジイ ブ ンブン 大 きな声を振り上げて合唱するの

は兄ものでi

打欣には、こおろざと、きりきりすが、夜通し鳴き続

けて 楓 がれ美し始めたことを知らせてくれま〕1問 も

なく合山色づくことでしょう.や がて 人 々が肩静まっ

た夜、神秘的な冬が、静力Hこ谷間に,ユび込んできま,1

そして 示 の仁南 まヽで 真 rい 雪び,毛布で、戸外の終

ての物を使しく、暖かく包んでくれるので'■

こんなことを、 どのに,兄 ていたでしょうt突 然声か

して、日が寛めましたt「おや、また1卓ていたのね、ホー

ノい お起きになってお茶を一f4■ヽかが.崚 Fの 大もイ『く

なつたオ■ t,う 休 む時間よ.|

こうして
“
カムリー ′ミンク

ト
の夜は更けるので'■

おお神様、人間の長所や国家の良い点は目に付くように、

短所やク(,点ま出に人らないように、お守り下さtト

ホール P ′ リヽス

(ヨー十一担当:赤尾 木 怖)

我 の々手近にあるロータリー活動の一つのベースについ

て考えてみたいと思いまi先 すロータリー活動のlP点

は十可力!皆 さ/しから些力反対を受けるかもわかりませノし

が 私 が 考 えて い ます の は、
tBヽ

い CH Pげ眠 Iぶ ,BI EttRヽ

ROTARIぶ
Ⅲ
 と い うこ とで■  と にか く

一
人  人 の ロー タ

リア ンがす べ て、 じACH llltFI EttRI「 I Eヽ,要 す るに或 る

競問側村において、そして24時間浩ての時間において、

職業人としては十1会に対し ま た他人に対して最挙を尽

くすのがロータリー活動の原点でなければならないと魯

いまi最 近やゝもすれ十ミ RIと しての活動あるt‖ま

地区としての活動そしてまたクラブとしての林
!動が1合も

ロータリーの活動の女口くに取られて、基本であるロータ

リアン 人 一人のあらゆる瞬岡帳間における Il業 人と

して社会に対してまた他人に対して最音を|ミくす 極 め

て地味なロータリー汗動がどうも表に出ていないと思い

まiそ してクラブでお全を集めて常付をしたとか、地

区で何をしたとか 私 は央してその事白仰更対するので

は無いのですか、や,■3‖でこうした、91世 界社会奉仕

であれしたという事だけがやたらに表面に出されていま

i  人  人 のロータリアンF)あらゆる囲司にお するロ

『ロータリー知識』 入 門編
「BY EACH RO「想IAtt BY ‐ RY

ROTARI州

EAat「llに1 即ERY T MEJ



―タリーのサービス活動に対するパランスがどんどん航

れて行っている様な気がしまiこ れは一度考え直すべ

き時期に来ているのではないかと思いまi何 故ロータ

リーバッチをいつも岩けるようにと言われるのかといえ

ば 「私はロータリアンで
ヤ
丸 だからロータリーの細循に

従つて毎日24時間活動しているのでiJと いうことを

自分にもいい聞力せ 、他人に対してt)これを示している

のでiだ からバッジをイ叩寺t)岩けなさいといわれるの

でi

〔附〕3対 プログラム Hcalth,Hunrer and mmnit】

Pl o=ram

R I IIP事会!ま197F～FS tt「zFに保健、創鮒追放および人

間性尊重(3ⅢJ)キ市助金プログラムを設立し、1982～83年

度にロータリー財同に引き継がれました こ の目的は国

際問の理解 親 善および平和をlBとするための方法とし

て、人々の仰康状態を改善し、飢餓を救済し 人 間的社

とヽ的向上た展をはかることでi

また 3H才 ログラムは、さまざまな鞠 篇を整えたり、

寄聴ワクチンの輸送貸を支払ったりします:3判 プログ

ラムはロータリー財団のプログラムで 十甫助全の額は 10

万 ドルから50万 ドルまでです=

地場雅夫氏の「ロータリーこれてよいのうとより.

京都RC(PDC)(1983年 関西日―タリー研究会にて)

(ヨーナー担当 遠 藤 =郎 )

★ 「ロータリーの友」拾い読みコーナー☆

6月 号 (RI会 長メッセージ》

100周 年に手を貸そう

RI会 長 ジ ョナサン B マ ジイアベ 氏

報崚なるl・l僚ロータリアンの告さん、RI会 長として

の最終月を迎えるに当り、この2003-04年 度にい

ただいた皆様からの協力rFlま しにす申 る感訪|の言葉を

どのように書き'合めようかと思tヤ情んでいまi私 がか

ぶつているシカヨの野球帽の言古からでも 吉々めることにし

まし、う.こ れは、 2005年 に私たちが1 0 0 9fl年を

ftう、ロータリー発祥の地への敬意のよ現でもありますt

「―タリー家族からの巳吉

今年度 私 が協調したことの一つは、ロータリー家族

でした. しかし 私 の任期の初めころには こ の提案か

に,私自身力`どのような堅恵を受けるかを予見することが

できませんでした=一 年前、私の愛妻のアデが亡くなっ

たとき、世界中のロータリアンの皆さまから奇せられた

慰めや力にやみの軟々は、疑いt)なくロータリーが本当

に巨大な家族であろことを示していました.私 自身の家

lrを代表して、女性と子供のための教育に充てられる
「アデ希望基金Jに ヨ耳情をお寄せいただいた方々に、

お礼を中し上げたいと存じまiロ ータツー財回のこの

特別基金を通じて、生産的で独ヤした世界市民となるた

めの教育を受ける二とになる、数多くの女性や子どもた

ちとと1)に、アデの忠IH」ま生き続けていくことでしょ

9.

手を貸そう!i素朴な偵しさの実現

また、今年度のRIテ ーマである 1手を貸そうJが 、

多くのロータリアンたちからの深い均まをイ早たこともう

れしく思っていま|■さ主ざまな国境や文化の壁を趣え、

ロータリーの本質をとらえるということは、自然な優し

きの現れで,Lこ の言葉の真意は、人道i義 や他人本の

本社を議論するとき いつの時代 こも、‖ 守こ関係なく、

繰りとして語られてきました。たとえば、よく知られた

著作家で、 1900年 代初めのJ粛 ↓顔市でもあつたエ

ドワード エ ベレット ア 一ヽルが か つて 「見ドすので

はなく尊敬しよう.後 悔するのではなく、前を見主うJ

内を見るのでtiなく外に日をむけよう.さあ子を貸そうJ

ときいているということを、最近 あ るロータリアンが

数えてくれました ロータリーの倉」姑古ホールPハ リス

も、FTHE ROTARIAN』 の1912年 9月■に

1私たちが暮らしている地域社会の幸せに無頓者であっ

たり 人 々のP‐q心事を実行するのに手を貸すのを妹がる

其うであつてはならないというのは当然のことであるJ

と言いていまi今 日のロータリアンたちが、そのよう

な気概と熱心さをもつた考え方をとりいれるのも不思議

なことではないので||

ロータリー親睦活動でともに奉仕を

そしてまた、ロータリー年度の最後の月を ロ ータツ
ー親昨活動 す なわち 共 通の楽しみ、職業、そしてヨ
ータリーの綱領のTj lの粧合を実行するという関心を■L

有するロータリアンたちに そ の機会を提Itる J際的

グルークに捧げるのがふさわしいでしょう.そ れらは

本付の機会をともにする仲間たちなので'1私 は地区や

クラブが会員たちに親睦活動に加わるよう奨励すること

を切にお願いしたいと思いますtそ れはロータリーでの

経験を促進し、強力な会豊増強と退会防止の追具となり

=i ロ ータリアンの皆さん、毎=こ の大―ジに言いて

きた、私にとっての最後の手紙を書き終えるときがきま

した 今年 年 、皆様方のために尽くすことができたこ

とを名_‐なことと思いまiそ して、この機会が与えら

れたという謙位なキびは、生き続けていくことでしょうt

もう一つの'1ずらしいRI国 際大会が、rlたちには控

えていますt私 たちが歴史的な100周 年に向かつて前

進するたいにt)、必要なところに手を横そうとすること

を決してためらわないでください.本 当にありがと,ど

ざいましたコ

(コー十一担当:高木 i享光 正房 正 キ)


